
 

第８回通常総会 盛会裏に終わる 

 
 2012 年 9月 25 日（火）午後 3時から、新宿区大久保にある「パル 

システム生活協同組合連合会・本部」第 2会議室で、第８回通常総会 

が開催され、多くの組合員の参加のもと、全議案承認、ならびに可決 

決定されました。 

 当日はご来賓に、東京都中小企業団体中央会・鈴木 篤郎様、財団 

法人 食品産業センター・二瓶 徹様、 

パルシステム生活協同組合連合会・ 

理事長 山本 伸司様の皆さんを迎え、 

ご挨拶をいただきました。 

 会場には、組合員、賛助会員のほ 

か、顧問・アドバイザーの皆さんも 

出席をいただき、総勢 28 人の参加者 

で、近年になく大変盛り上がった通 

常総会となりました。 

 総会は、議長に 梶 代表理事を選 

任して始まりました。第１号議案か 

ら第４号議案まで、小野専務、並び 

に金城顧問から提案。岩井監事から 

「監査報告」を受け、質疑応答のあ 

と、採決に移り、全議案とも満場一致で、原案どお 

り承認、可決決定しました。 

 第１号議案では、剰余金処分案として、出資配当 

（10%）を実施する旨提案があり、承認されました。 

また、次期の賦課金は前期と同じ１万円/月額とす 

ること、賛助会員の年会費は、法人事業者と個人事 

業者とに分け、法人は 3万円、個人は 1万円とし、 

総会後から適用することになりました。 

 総会のあと、共生食品㈱・管理課長 小谷 正史氏 

をお招きし、「食品工場の現場から・衛生管理の現状」 

と題して、学習会を開催。食品安全ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ構築 

の成果を、総会参加者全員で学びました。 

 【学習会の模様は、P.4 に掲載しましたので、そちらも 

  ご覧ください】 
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直近の理事会から（第９期） 

第 1 回（10月 14 日開催） 
 ⇒ 2012 年度 常勤役員の報酬額を

決めました。 

 ⇒ 組合員（2人）からお借りしてい

た運転資金について、残高を全

額返金することを決めました。 

   （総額 2,408,707 円） 

第２回（11月 13 日開催） 
 ⇒ 協議事項はありませんでした。 

 ⇒ 第８回通常総会で決定しました

出資配当金（1％）を、11 月 2

日に組合員への送金手続きが終

わった旨、報告がありました。 

 ⇒ 「理事研修会」を、来年の２月

に福岡県で開催することが報告

されました。 

 ⇒ 第 9期（8月～9月）の実績は、

収 入 48,563 千 円 （ 予 算 比

105.3%、前年比 116.6%）、経常利

益1,846千円で推移しています。

挨拶をする梶代表理事 



 
 
 
 

 開催日時 2012 年 10 月 10 日～11 日 

 開催場所 文京区区民センター・研修室 

 参加企業 ㈱カジノヤ 様、㈱ささかみ 様 
      ㈲菊水堂 様、平田産業㈲ 様 
      全農パールライス東日本㈱ 様 
      生協あいコープみやぎ 様 

 参加者数 11 名 

 
 JASMEQ 現場力向上セミナーのシリーズとして 
定期的に開催しています。今回の、実践版「異物混 
入対策・対応の成果をあげる」は、ことし２月に開 
催しました、実践版「生きた自主点検で現場を変え 
る」に続いて開催したものです。 

 「異物混入とは何か」を知ることができた 

 今回は、消費者からのクレームの上位を占め、か 

つ「困難クレーム」に繋がることが多い『異物混入 

事故』対策と、消費者あるいは納入先への対応につ 

いて実践的な手法を学ぶために開催されました。 

 セミナー終了後の参加者アンケートでは、「事 
 
 
 
 
 
 
 
                       

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セミナー実践版『異物混入対策・対応の成果をあげる』 報告 

例報告」や「セミナーの構成」が良く、クレーム対応に

ついても、グループ討議で意見を出し合い、有意義だっ

た、などの声も寄せられています。 
 また、佐藤先生の“こぼれ話？”がとても参考になっ

たという感想もある中、「毛髪の判別方法が良く分から

なかった」という指摘もあり、今後のセミナーや運営の

改善に参考にさせていただくことも沢山だされました。

 終了時アンケートで講師からフォロー 

 講師は、佐藤 邦裕氏（下記コラム参照）、中村 優氏

（生協子会社の品管担当）、監物 今朝雄氏（JASMEQ
顧問）の３人が担当しました。終了後のまとめについて

は、参加者及び参加企業へ、講師陣から総評が送られ、

現場で実践できるようフィードバックされています。 

 日本生活協同組合連合会（本部・渋谷区）で、長年、品

質管理及び商品開発部門に携わりました。いまは、生協か

ら離れましたが、雪印メグミルク企業倫理委員、日本獣医

生命大学講師等を兼任されています。JASMEQ とのかか

わりは、三年前から、品質・衛生管理サポート事業の中の

主に“セミナー”の講師を委嘱しています。 

また、今期から新しく始まる「JASMEQ 自主・内部監査」の監査者にもお願いしています。 

 佐藤氏が永らく勤められた日本生活協同組合連合会（略称：日生協）は、全国の生協が扱って

いる食品をはじめとした生協商品（COOP 商品）を開発し、生協への卸機能を担っています。こ

の全国組織で、品質保証部長として品質管理を指導されてきました。また、中国で製造された餃

子の中毒事故以降、提携食品メーカーの指導・助言にも最前線で関わり、仕組みを整備された実

績をもっている方です。佐藤氏はまた、豊富な知見とともに、その知識を活かした現場力に支え

られた経験の蓄積で、人間的な魅力に定評があります。 

      佐藤 邦裕（さとう くにひろ） 氏 



 
 
 
 
 ことしの年末・年始にパルシステムで取扱いが決ま 

りました商品の中から、２品を紹介いたします。 

 
  春の七草（フリーズドライ） 

 
 ◇パルシステムの組合員 
  さんから、毎年２万点 
  以上注文をいただく人 
  気商品です。 

 ◇食べやすくカットした 
  春の七草を、すばやく 
  真空凍結乾燥させて、 
  鮮やかな色と香りを閉 
  じ込めました。 

 ◇炊き上がったお粥に、 
  そのまま入れ、４～５ 

 分蒸らすだけで、 “七草がゆ”が簡単にできます。 

パルシステム連合会 １２月５回 

企画媒体【きなり】【ことこと】 

 
 
                            
                            
 
 
 
 
 JASMEQ 組合員でもある「奄美自然食本舗」さんから、 
台風 16 号、17 号の被害状況の報告が入りました。首都圏 
では、マスコミ等でも大きく取り上げられることがなかっ 
たのですが、大変大きな被害が出ているようです。支援体 
制も、沖縄までで、与論島までには全くないそうです。 
 ぜひ、皆さまからの暖かい被災者支援の手を差し伸べて 
いただきたいと思います。 
 （お問い合わせなどは、JASMEQ 事務局・富永までどうぞ） 

                                                    

                          ← 送られてきた被害の写真（屋根の上は、社長さん） 

                                 ↓ 吹き抜けた小屋 

 
 
 
 
 
 

 日本赤十字社鹿児島県奄美地方 

  台風災害義援金受付のお知らせ 

 ■ 受付期間 12 月 31 日まで 

 ■ 銀行振替口座 

   鹿児島銀行・鴨池支店 

   普通預金 口座番号 ６６４１５５ 

   口座名 日本赤十字社 

          鹿児島県支部長 

 ＊振替通知書に奄美台風被害義援金と明記し

てください。 

 

 台風１６号１７号 

 

パルシステム連合会 １月２回 

 企画媒体【きなり】【ことこと】 

■ JASMEQ が、災害時用の飲料水とし 
  新しく開発した「山の湧水」。 

 ■ 山肌から湧き出る柔らかで清く透き 
った自然のお水を使っています。 

 ■ 産地は、四国の“きとうむら”です。 
 

年末・年始 JASMEQ 扱い商品から

【写真は、パルシステム商品案内から転載しました】 



 
          
            
                               共生食品 株式会社 小谷 正史 氏 
                       
                       第８回通常総会後、「食品工場の現場から・衛生管理の 

                  現状」というタイトルで、学習会を開催しました。 
                       講師に、小谷 正史氏（共生食品株式会社・管理課長） 
                      をお招きし、現在工場で「レベル UP！ HACCP」の活動 
                      に取り組まれている立場から、中小食品工場の品質・衛生 
                      管理の現状について、分かりやすく具体的にお話をしてい 
                      ただきました。例えば、社会的経験が豊富で知識もある“年 
                      配の男性“が、何故手洗いができないか？ →答えは、「普 
                      段から洗っていないから」で、手洗い励行の習慣づけにつ 

いて   いて、実例を交えながら面白く聞くことができました。 
                       小谷様、お忙しい中、実践的な事例報告をしていただき、 
                      本当にありがとうございました。 
                                             
                       
                       
                       
                       
                       
                       
 
 
 
 
                                                     

⇒ 写真は、講演を終えたあと、質疑応答に応える小谷氏（右）。 

  左は、ジャスメック顧問で、品質・衛生管理サポート事業をお願いし

ている、監物 今朝雄氏。 

                                          
 
              メール  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ご要望がたくさん寄せられていました、協同組合 品質安全共同推進センター（略称：ジャスメ

ック）の広報紙『JASMEQ』の創刊号が、やっと出来上がりました。私にとっても、羅針盤のな

い新しい挑戦でした。ご一読いただき、ご意見やご感想をいただけると幸いです。 
 JASMEQ の現在の事務局体制は、専務理事と事務局員の３人で運営されています。お名前は、

小野 章男専務、富永 早苗さん、内山 雅代さん、です。その他に、サポーター（顧問：金城さん・

監物さん・田中）３人と、経理業務を委託している及川さんの、総勢７人で、頑張っています。 
 広報紙『JASMEQ』は、組合員の企業の皆さん、及び賛助会員の企業の皆さんと、組合の活動

にご協力いただいている数多くのオブザーバーの皆さんとの交流や、情報交換の場（空間）とな 
るように願っています。当面は、２ヶ月に１回くらいを目標に作成・発行の予定です。（田中）

 
 
  投稿歓迎 組合員の皆さんからの原稿や写真をお待ちしております。身の回りの話題や 

ニュース、組合員の皆さんに知らせたいこと、訴えたいこと、なんでも構い 

ません。ジャスメック事務局、または上記メールアドレスまでどうぞ。 

  JASMEQ（2012 年度） 

「自主内部監査」実施中

     JASMEQ では、今期から組合 

    員・賛助会員を対象に、各社各工 

    場の品質衛生管理システムの評価 

    と課題提案をさせていただく「自 

主内部監査」（２者監査）という“評価支援”

事業を実施しております。 

 具体的には、JASMEQ から監査者（資格

者）を派遣し、パルシステムの「TASIQA シ

ステム」を元に、ISO22000 認証システムを

加味した「自主・内部監査」（簡易版）とし

て、各企業が自主的に組み立てられるよう、

サポートさせていただく内容です。 

サポートの実施内容は、1日（10 時～16

時）で、費用は、監査者（1名）の交通費（監

査依頼工場の最寄りの駅から工場まで。宿泊

が必要な場合は、宿の手配もお願い）のみで

す。その他は、組合が負担します。 

 詳しいことは、下記までお問い合わせくだ

さい。この機会に、ぜひ申し込みのご検討を

お願いします。 

 

 JASMEQ・本部 （☎03‐5940‐3917）

 担当：監物 または 小野専務まで 

 食品工場の現場から 

募
集
し
て
い
ま
す 

編/集/後/記  メールアドレス  h .tanaka@jasmeq . com 

 JASMEQ Fax    03-5940-3918 
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